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誌から検討した e ?安去2当芸詮，没詮は.性役g別!リ1.6侃S綾以上 .7犯5競j以;グユ}.、u
のそれぞれ}にこついて検討した.なお，すべての節子モ
デルは努女1mにおいて照子負持費と訟法分散を等穫し，
~þ~間の ltllて不変性を検討した. [結果及び考察}依
頼性係数は65議以上男性0.92，女性仏91であった.65
歳以、iてについて，鋭、守主力の下位概念である平衡牲をiHli
定するファンクショナルリーチの妥当性係数は男女と
も0.92を示し，平衡泣を設!J1t:するテストとしての妥当
性が議認された. また，王子能性IbF子と歩行能力滋子-と
のキfI関係数は男性0.99.女性0.95と高い鐙が待られた，
これらの傾向は75汲以上においても向機の傾向が得ら
れたことから，ファンクショナルリーチは歩行能力に
関与する動的平機性をiP'ljj，ミする項8として有用である
ことがぶされた.75段以上のモデルにおいて，路線片
足立ちと最大歩行速度の誤系組関を仮定したモデルが
モデル迎合没:指熊の採択さま準を稀たした (GFI::_957. 
Cド1=.991.RMSEA=.034)‘この結果はこれらの 2変
数がiVf新生と歩行能力だけでは説明できない;共通な{患
のお子を内花することを示日変するゐファンクショナル
リーチの平均鈎を 5綾i努級ごとに分類した結果，年齢
とともに有意に低 Fしており (pく.05)，年齢に対す
るテストの鋭敏散が線認された.[結論}ファンタショ
ナルリーチは男女.65殺以上・ 75歳以上の対象に対し
て依頼性，動的平i封殺をj規定する妥当性，年齢に対す
る鋭数性をj誇足する.
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